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１．検討経過

１．作業班における検討状況

２．アドホックグループにおける検討状況

○第１回作業班（平成28年11月15日）

(1) 諮問事項、作業班の設置、運営、今後の進め方等
(2) 構成員からのヒアリング①

中村構成員（株式会社NTTドコモ）、松永構成員（KDDI株式会社）、上村構成員（ソフトバンク株式会社）
本多構成員（欧州ビジネス協会）、佐藤構成員（第5世代モバイル推進フォーラム）

○第２回作業班（平成28年12月6日）

(1) 提案募集の結果概要について
(2) 構成員等からのヒアリング②

桑原英治 氏（綜合警備保障株式会社）、菅沼英明 氏（トヨタ自動車株式会社）
城田雅一 氏（クアルコムジャパン株式会社）、橋本構成員（日本電気株式会社）

○第３回作業班（平成28年12月16日）

(1) 構成員等からのヒアリング③
中尾彰宏 氏（東京大学大学院）、岩澤貞裕 氏（東武鉄道株式会社）、古屋弘 氏（株式会社大林組）
辻構成員（日本電信電話株式会社）、大西構成員（ソニー株式会社）

○第４回作業班（平成29年1月23日）

(1) eMTC/NB-IoTの技術的条件等
(2) 構成員等からのヒアリング④

藤沢 修 氏（凸版印刷株式会社）、平松構成員（パナソニック株式会社）、中村構成員（富士通株式会社）

○第１回アドホックグループ（平成28年11月29日）

(1) 諮問事項、アドホックグループの設置、運営方針等、調査の進め方等
(2) eMTC及びNB-IoTの技術概要
(3) eMTC及びNB-IoTに係る共用検討等

○第２回アドホックグループ（平成29年1月13日）

(1) eMTC及びNB-IoTの技術概要・共用検討等
(2) 電波防護指針
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２．基本コンセプト作業班における主な意見

① ５Ｇの基本コンセプト

② ５Ｇのサービスイメージ・社会実装の推進

③ 5Gのネットワーク構成

④ ５Ｇ実現に必要となる周波数

⑤ 4Gから５Ｇへの進展シナリオ

⑥ その他
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① 5Gの基本コンセプト

 5Gは、「超高速（eMBB）」、「多数同時接続（mMTC）」、「低遅延・高信頼（URLLC）」

などの特徴を有するＩｏＴ基盤

 5Gは、多種多様な周波数帯、無線アクセス技術から構成される

ヘテロジニアス・ネットワーク構成となる

 いつでもどこもでも、あらゆる利用シーンでユーザが満足できる

エンドツーエンドの品質を提供可能な「究極の柔軟性（Extreme Flexibility）」を持つ

 多種多様な要求条件に応じ、必要な場所に適切な機能（ネットワーク）を展開

 ５Ｇの活用により、産業構造の変化をもたらす

 新たなビジネス創出に向けて、業界を超えたエコシステムの構築が必要

 産業横断のオープンイノベーションにより、社会価値を創造

 各産業における各サービス事業者が、迅速に容易に必要な機能を提供することで、

新世代のサービス創出に貢献

 オープン＆コラボレーション型のネットワークへ進化

 パートナー企業と新たなサービスを提供するＢ２Ｂ２Ｘモデルを推進
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Business expansion capability ( )
• Create new values and business models based on 5G network
• IoT is one of the promising targets
• Should be an evolving system with timely incorporation of new

service/use-case requirements

Improved user/application QoE ( )
• Always sufficient quality of user experience (immersive experience)
• Always sufficient quality for various applications (IoT, V2X, etc.)
• Provision of consistent E2E QoE, Ubiquitous coverage

Higher scalability/adaptability and efficiency ( )
• Efficient use of radio resource and energy 
• Low cost (UE, CAPEX/OPEX)
• Flexibility to match the requirements of different use-cases
• Based on cloud-based virtualized network
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② 5Gのサービスイメージ・社会実装の推進

 ５Ｇのサービス例

（eMBB） VR/ＡＲ、自由視点映像、高臨場感、超高密度トラヒック（スタジアム）、高精細画像の警備活用 等

（mMTC）スマートメータ―、センサー、スマートシティ/スマートホーム、ウェアラブル、物流管理 等

（URLLC）交通、スマート工場、農業、遠隔制御（ロボット、ドローン等）、遠隔手術 等

 バーティカル産業との連携が不可欠

 ヒアリングを行ったバーティカル産業

警備（綜合警備保障）、自動車（トヨタ自動車）、観光・交通（東武鉄道）、建設（大林組）

デジタルアーカイブ（凸版印刷）

 自動車分野（セルラーV2Xの議論が活発化）への適用が期待

 農業、観光、建設等の分野への導入を進めることで、地域活性化・地方創生が期待

 グローバル市場におけるパーソナライゼーションを意識すべき

 これまで以上に５Ｇの周知・啓発が必要

 労働人口の減少（人手不足）、労働生産性の向上への対応

 ５Ｇ導入を進めるため、バーティカル産業と連携した実証実験を推進すべき
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ITS 5G

5G

C-V2X 4G/5G ITS

5G ITS

9 5GAA (5G Automotive Association) C-V2X ITS 5GAA

5GAA mission statement
Develop, test and promote communications solutions, initiate their standardization and accelerate their commercial availability and global market 
penetration to address society’s connected mobility and road safety needs with applications such as autonomous driving, ubiquitous access to services 
and integration into smart city and intelligent transportation
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③ 5Gのネットワーク構成

 5Gの迅速な導入を可能とするため、LTEと5Gの新たな無線アクセス技術（New RAT）を

組み合わせたNSA構成（Non Stand Alone）が検討

 仮想化技術（ネットワークスライシング、SDN）を導入し、サービス毎に最適なネットワークを

提供

 5Gは、多種多様な周波数帯、無線アクセス技術から構成されるヘテロジニアス・ネット

ワーク構成となる

 データ発生源の近くにサーバを設置するモバイル・エッジ・コンピューティング(MEC)により、

伝送距離やネットワークによる低遅延を実現

 既存周波数帯で制御信号（C-Plane）を、５Ｇ用周波数帯でユーザデータ（U-Plane）を伝

送する（C/U分離）ことで、高信頼かつ高速・大容量を実現

 様々なユースケースや将来の拡張に柔軟に対応することができる

統一的な無線インターフェースが５Ｇの新たな無線アクセス技術として検討

 無線だけでなく、フロントホール/バックホール、モバイル・エッジ・コンピューティングなど、

ネットワーク全体でエンド・エンドの低遅延に対応することが必要

 ユースケースに応じて周波数を使い分ける必要

（例）8K映像の超高速伝送には28GHz帯を、カバレッジ確保には1GHz以下の周波数帯を活用
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5G

Cleared spectrum
EXCLUSIVE USE

Multiple technologies
SHARED USE 

Complementary licensing 
SHARED EXCLUSIVE USE

Below 1 GHz: longer range for massive Internet of Things
e.g. 600 MHz, 700 MHz, 850/900 MHz 

1 GHz to 6 GHz: wider bandwidths for enhanced mobile broadband and high-reliability services
e.g. 3.4-3.8 GHz, 3.8-4.2 GHz, 4.4-4.9 GHz

Above 6 GHz including mmWave: high bandwidths for access and backhaul
e g. 24.25-27.5 GHz, 27.5-29 5 GHz, 37-40GHz

2020

VR/AR 5G IoT
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Shared Data Layer

Stateless control 
plane VNFs
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Ref  “5G Mobile Communications Systems for 2020 and beyond,” 5MF white paper (V 1 0 1)”, 2016
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④ 5G実現に必要となる周波数

 ５Ｇの早期実現に向けて、

５Ｇ用周波数帯（3.7GHz帯、4.5GHz帯、28GHz帯）を早期に割り当てるべき

 共用検討の結果、地域制限等があっても全ての周波数帯を割り当てるべき

 国際標準化の加速や装置開発の促進等を図るため、

周波数帯毎に割当時期を明記した周波数割当ロードマップを明確化することが必要

 5G用周波数を早期に割り当て、我が国が国際的な周波数調和をリードすべき

 日本独自の周波数とならないよう、主要国・地域との連携を進め、

5G用周波数の国際調和を推進すべき

 超高速通信用に、広帯域の割り当てが期待される28GHz帯の活用が検討

 ＷＲＣ１９の候補帯については、低い帯域から検討を進めるべき

 周波数逼迫対策やIoTなど４Ｇ上の新たなアプリケーションへの対応等のため、

準備でき次第、1.7GHz帯、2.3GHz帯、2.6GHz帯、3.4GHz帯を割り当てるべき
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2017 2018 2019 2020

3GPP

NewRAT 3.6GHz 4.5GHz 28GHz
eLTE 1.7GHz 2.3GHz

5

15

5G
• 5G NR

•

•

• 5G
• 3GPP

2017 3 Work Item
• 4.4 - 4.9 GHz 27.5 - 29.5 GHz

3.6 - 4.2 GHz

• 5G
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⑤ 4Gから5Gへの進展シナリオ

 5G導入当初は、既存周波数帯のLTEと５Ｇ用周波数帯の新たな無線アクセス技術

を組み合わせたNSA構成が想定

 ５Ｇの導入が進展した上で、5Gの無線アクセス技術単独となるSA構成を導入

 コアネットワークは、当面、LTEベースのものを活用するなど、現在のハードウェアを

ベースに、ソフトアップグレードで対応するなど、低コストで５Ｇへの移行を行う

 当面、eMTC、NB-IoT等の技術で多数同時接続（mMTC）を実現

 無線技術だけでなく、モバイル・エッジ・コンピューティングや、５Ｇコアネットワークの

導入等により、有無線を含めたネットワーク全体で低遅延・高信頼に対応

 本格的な5Gの普及展開に向けて、仮想化技術（SDN、ネットワークスライシング）を

導入した５Ｇコアネットワークを導入
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eMTC
NB-IoT

eMTC
NB-IoT

eMBB

IoT

20Gbps

10Gbps

20Gbps

10Gbps

20Gbps

10Gbps

E2E E2EIoT

Below6GHz

28GHz

3GPP
(1.7GHz/2.3GHz )

G

New 
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5G Phase-1 (To be deployed in 2020)
• New RAT (up to 30GHz)

• Mainly for eMBB
• Massive MTC, Ultra reliable MTC

• E2E latency reduction
• Flexible TDD
• Enhancements for UDN

5G Phase-2 (To be deployed in 2022~2023)
• Extension of BW using new spectrum above 

6GHz (New RAT up to 100GHz, BF/MIMO)
• Support of full-duplex operation
• (mmWave) wireless back/fronthaul

Forward/
Backward

compatibility

• Technologies for LTE evolution can also be 
used also for 5G new RAT. So, the above 
classification may not be strictly followed.

LTE Evolution
• eMBB

• eLAA for 5GHz unlicensed
• Flexible duplex (FDD)
• WiGig aggregation
• MUST

• Latency reduction, V2X, …

LTE Evolution continues

Tight interworking
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⑥ その他

 膨大な素子数を前提としたアクティブアンテナの測定方法等の検討が必要

 ６ＧＨｚ超の周波数帯における電波防護に関する関連制度について、

早期に検討を進めるべき

 3GPPリリース16以降の「５Ｇ＋（プラス）」にも目を向けるべき
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